
（
個
別
化
・
効
率
化
）

官
民
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化

背景
①成熟社会
・ニーズの多様化、複雑化、高度化

②少子高齢化
・生産人口の減少
（女性等の社会進出）
・コミュニティの低下
・認知症の拡大
・社会保障費（医療・介護・福祉）増大

③コロナ禍
・ニューノーマルの定着
・デジタル化の加速
・一極集中から地域分散社会へ

④格差拡大
・教育
・経済
・情報
・ジェンダー

⑤災害激甚化
⑥循環型社会
・脱炭素（再生エネルギー100％）
・食品ロス削減
・プラごみゼロ

⑦働く場所・働き方

デ
ー
タ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
利
活
用

誰
も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
生
社
会

鎌倉市のスマートシティって何?

【市民・企業・大学等と連携】

市
民
と
ま
ち
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

（
つ
な
が
り
・
多
様
性
・
課
題
を
み
ん
な
で
解
決
）

次
世
代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
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今、どこまで進んでいるの?実は・・・

３月２月１月12月11月10月

★

９月８月

★
素案作成

パブコメ （案）作成

12月議会
（報告）

３月議会
（報告）

★
３月議会

（構想策定）
素案作成 （案）修正

★
第１回
（８/22）

★
第２回
（10/10）

★
キックオフ
（３/●）

★
会員募集
（10/上）

★
全体会
（11/上） ★

市民対話

官民
研究会 ★

パートナー会
（１/中）

★

市民がまちづくりに参画する仕組み（共創）をつくる市民がまちづくりに参画する仕組み（共創）をつくる

産官学民連携のプラットフォームの構築

データ連携基盤の導入
先端的サービスの実証事業スタート

令和４年度からリーディングプロジェクト開始（予定）

前半 後半

構想



１ 鎌倉市スマートシティ構想（案）を一緒につくる
（１）基本理念・基本原則（参加者が守る基本的なルール）を考える
（２）令和４年度プロジェクトのテーマ（リーディング・プロジェクト）を考える

２ スマートシティの推進体制を一緒に考える
（１）市民が産官学民連携のプロジェクトに参加できる場や仕組みを考える

※「課題を見える化し、みんなで解決する」を具体化

今回、次のことを皆さんと一緒にしていきたいと思います



１ 産官学民連携のプラットフォームの構築
市民起点の先端サービスの創発と都市マネジメント（まちづくり）、市民参加に
よるオープンイノベーションや実証・実装の推進

２ 分野横断的な連携を可能にするデータ連携基盤の導入
データの集積、統合・分析、利活用による課題の見える化やEBPMの推進等

３ 成⾧指標（KGI）の設定
新たな指標として「暮らしやすさ」と「Well-Being（幸福度）」を検討

（参考）取組みを支える基盤



（参考）推進体制（案）

市民・団体等が
まちづくりに参画する

仕組み
（事務局:政策創造課）

＜所掌事務＞
・スマートシティ構想等に関する意見
・サポーター（市民等）の募集・登録
・先端的サービス（実証事業等）の計画の市民レビュー
・先端的サービス（実証事業等）の実証フィールド
、参加者募集

・市民発意の課題解決アイデア募集
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鎌倉市スマートシティ庁内検討委員会がハブとなって、市民のQOLやまちの価値向上につながるサービス提案を担う鎌倉市スマート
シティ官民研究会と、まちづくりを担う市民・団体等との連携を推進する。

鎌倉市スマートシティ
官民研究会

（事務局:政策創造課）

【推進主体】
鎌倉市スマートシティ
庁内検討委員会
（事務局:政策創造課）


